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デグサ ファインケミカル分野で減損処理を実施、業務再編へ加速
2005年の見通しを再確認

デグサ AG（本社：ドイツ、デュッセルドルフ）は国際財務報告基準（IFRS）に従い、精密化学品・中間体、受託合成・触媒、パーオキシジェン・ケミカルの3つのビジネスユニットに関して、合計8億3千万ユーロの減損処理を行い、また過剰生産およびアジアの供給業者の競争圧力が高まっていることから、ファインケミカル業務の大規模な再編を進めていきます。

この減損処理は、下向きの景気動向とファインケミカル業務での収益見通しの大幅な減少の結果ですが、このうち7億1千万ユーロは営業権関連であり、1億2千万ユーロは他の資産に関連しています。この減損損失の大部分は、2001年に買収したイギリスのファインケミカルグループ、ラポルテに関連する費用です。デグサ グ
ループのその他17のビジネスユニットについては、確定した減損損失はありません。

この減損損失は、2005年第3四半期の営業外損益で、一時的なキャッシュアウトを伴わない支出と認識されるため、キャッシュフローに影響はありません。

これまでの評価に反し、デグサ グループのファインケミカル業務については、過剰生産の影響を受けて、景況と市場の展望は悪化に向かっています。同時に、特にアジアの供給業者からの競争圧力の高まりを考慮し、デグサは、ファインケミカル業務の再編を進めていきます。本年は、さらに2千万ユーロの営業外費用を計上し、2004年および2005年に関して、ファインケミカル業務の再編費用は合計1億ユーロとなります。

他のビジネスユニットについては全般的に好調に展開しており、全体として2005年の見通しについては変わりなく、売上および金利税引き前利益とも、前年比で若干増と予測しております。
デグサはグローバルに展開している世界有数のスペシャリティケミカル企業です。現在、デグサAGと世界のデグサ グループの総従業員数は約45,000人です。2004年度の年間総売上は112億ユーロで、税・利息控除前利益(EBIT)は9億6,500万ユーロを計上しました。デグサは革新的な製品とシステムソリューションを提供することで、ビジネスの成功には欠かせない貴重な役割を担っています。「クリエイティング・エッセンシャル」-本質を創造する-それが私達デグサの仕事です。
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